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国民的スポーツ
（マレーシア編）

１．はじめに
マレーシアの国民的スポーツ。それはバド

ミントンです。前号でインドネシアの国民的
スポーツがバドミントンであることを紹介し
ましたが、インドネシアの隣国マレーシアも
負けていません。マレーシアにバドミントン
を持ち込んだのは、東インド会社の役員たち
だと言われています。リゾートとして知られ
るペナン島に持ち込まれ、またたく間にマレ
ーシア全土に広がりました。ルールは前号で
も紹介しましたので、本号では、マレーシア
におけるバドミントン事情に焦点を当てたい
と思います。

２．マレーシアで人気の世界大会
マレーシアでも、インドネシアと同様に、

バドミントンの世界大会に人々が熱狂しま
す。世界バドミントン連盟（WBF）が主催
するチャンピオンシップゲームをはじめとし
て、トマス杯、ユーザ杯、スディルマンカッ
プ等は、インドネシアに負けない盛り上がり
を見せます。

世界大会が始まると、マレーシア人は、夜
も眠らずに盛り上がります。マレーシアに
は、Mamakという24時間営業のレストラン
がありますが、時差のある国で大会が行われ

る場合、若者は、レストランで食事を取りな
がら、オールナイトでバドミントンの試合に
熱中します。コアなファンの中には、海外遠
征する選手を追いかけて、世界中を旅してい
る人もいます。

オリンピックも外せません。メダル獲得数
では日本を上回っています。マレーシアは世
界第５位。金メダルはまだありません。今夏
開催されるリオデジャネイロオリンピックで
は、日本と同様に、悲願の金メダルが期待さ
れています

３．マレーシア人にとってのバドミントン
マレーシアは、マレー系、中華系、インド

系という３つの民族を主とする多民族国家で
す。彼らは異なる宗教を崇拝しており、その
文化は大きく異なります。クアラルンプール
の市内には、狭いエリアの中に、チャイナタ
ウンとインディアンタウンがあり、その周辺
にはマレー系のお店が軒を連ねています。

このような空間で暮らすマレーシア人も、
ことバドミントンに限っては、自国民を応援
するという一つの価値観で結ばれます。つま
り、バドミントンは、多民族国家マレーシア
にとっての共有資産であり、各民族間の垣根
を取り払い民族間の調和を取るツールでもあ

インド・ASEANリレーニュース

順位 国名 金メダル 銀メダル 銅メダル メダル獲得数
１ 中国 16 ８ 14 38
２ 韓国 ６ ７ ５ 18
・ ・ ・ ・ ・ ・
５ マレーシア ０ ３ ２ ５
・ ・ ・ ・ ・ ・
７ 日本 ０ １ ０ １

【表１】各国のオリンピックメダル獲得数（出展：Wikipedia）
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るのです。市内のバドミントンコートには、
バドミントン好きのマレーシア人が民族問わ
ずに集まります。

４．人気選手
国内では、バドミントンプレイヤは、国内

で絶大な人気を誇っています。
例えば、リー・チョンウェイ選手。北京オ

リンピック及びロンドンオリンピックの銀メ
ダリストです。トリックショットを得意とし
ており、マレーシアのオリンピックメダル５
個のうちの２個を獲得しています。2016年６
月時点で世界ランキング１位。リオデジャネ
イロオリンピックの金メダル候補として期待
されています。

外国人選手も人気があります。例えば、林
丹選手（中国）。北京オリンピック及びロン
ドンオリンピックの金メダリストです。つま
り、自国のスター選手であるリー・チョンウ
ェイ選手を２大会連続決勝で打ち破った選
手。彼も、マレーシアで大きな人気を誇って
います。

また、日本人選手も人気です。特に、女子
ダブルスの高橋・松友ペアは人気がありま
す。マレーシアでは、日本文化（料理、ゲー
ム、コミック等）にはまる人が増えていま
す。クアラルンプール市内のショッピングモ
ールには、「Tokyo Street」という日本のシ
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ョップ街が盛況です。そんなジャパンブーム
も手伝って、日本人選手は高い人気を誇って
います。

５．むすび
バドミントンは、マレーシアで揺るぎない

地位を確立した国民的スポーツです。特に、
バドミントンのスピード感がマレーシア人は
魅了しているのです。試合会場で生のゲーム
を観戦するのも一興ですが、私は、テレビ観
戦派です。一流選手同士のシャトルの応酬
は、私の目には速過ぎるんです…。
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【写真１】 マレーシアのバドミントンコート 【写真２】トリックショットを繰り出すリー
・チョンウェイ選手


